
啓
真
館
と
士
蔵

竹

新
図
書
館
建
設
に
伴
い
こ
の
八
月
初
め
か
ら
啓
真

飽
聚
芳
館
、
そ
れ
と
車
庫
の
西
側
、
校
友
会
事
務

所
と
の
間
に
あ
っ
た
士
蔵
が
撤
去
さ
れ
、
そ
の
跡
地

●
)
、

長
い
都
の
様
々
な
遺
蹟
を
秘
め
て
い
る
可
能
性

力の
故
に
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
他
日
公
表
さ
れ
る
も
の
K
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
聚
芳
館
は
大
正
十
一
年
、
当
時
の
同
志
社
中
学

の
教
職
員
と
父
兄
の
一
体
と
な
っ
た
努
力
と
協
力
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
教
員
は
二
人
一

組
と
な
っ
て
父
兄
を
歴
訪
し
て
そ
の
協
力
を
あ
船

ぎ
、
建
設
資
金
は
悉
く
父
兄
九
ち
の
寄
付
に
ょ
っ
て

ま
か
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
聚
芳
館
の
こ
と
は

こ
れ
に
と
ど
め
、
今
は
こ
こ
に
、
啓
真
館
と
士
蔵
の

在
り
し
日
の
過
去
に
触
れ
て
、
地
上
よ
り
姿
を
消
し

た
こ
の
二
つ
の
建
物
へ
の
追
悼
と
愛
惜
の
意
と
し
た

内

啓 館

力
雄

、
0
し

八
月
五
日
土
曜
日
、
朝
に
は
未
だ
姿
の
あ
っ
た
士

蔵
が
昼
す
ぎ
に
は
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
下
に
な
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
0
 
も
う
も
う
た
る
土
ぽ
こ
り
の
と
こ

ろ
に
駆
け
つ
け
て
み
九
が
、
鐙
瓦
も
鬼
瓦
、
ど
こ
に

も
姿
な
く
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
う
な
る
中
か
ら
一
枚

だ
け
鐙
瓦
を
拾
い
出
し
た
。
写
真
の
も
の
が
そ
の
唯

一
っ
残
っ
九
も
の
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
そ
の
後
、
撤
去
さ

れ
る
建
物
の
記
念
と
な
る
も
の
を
若
千
同
志
社
に
残

し
て
も
ら
っ
た
の
が
、
啓
真
館
大
棟
東
側
に
あ
っ
た

獅
子
口
と
鰭
、
懸
魚
、
車
寄
降
棟
の
獅
子
口
と
正
面
破

風
に
あ
っ
た
菊
の
御
紋
章
の
飾
金
具
等
で
あ
る
0

土
蔵
は
、
冷
泉
家
の
西
に
あ
っ
た
同
じ
く
公
卿
の

藤
谷
家
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
話
し
も
あ
っ
た

が
、
(
同
志
社
時
報
第
十
三
号
所
載
、
「
同
志
社
歴

史
散
歩
、
同
志
社
周
辺
」
小
野
則
秋
氏
の
一
文
参
照
)

昭
和
十
五
年
六
月
同
志
社
が
買
受
け
た
三
百
五
十
坪

ほ
ど
の
藤
谷
家
の
地
所
は
間
口
今
出
川
に
面
し
て
冷

泉
家
の
西
十
八
間
弱
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
体
今
度
の

新
図
書
館
工
事
用
自
動
車
出
入
口
の
東
の
築
地
塀
の

終
り
の
あ
た
り
ま
で
で
あ
っ
て
、
土
蔵
は
こ
の
築
地

塀
の
西
側
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
藤
谷
家
の
士

蔵
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
同
志

社
が
啓
真
館
の
あ
っ
た
地
所
建
物
を
買
受
け
九
時

真

,Ⅱ11""Ⅱ"」"ι1'""1'""""肌11靴"ⅡⅡⅡU"""""""Ⅱ1ι"1ι
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か
ら
そ
こ
に
士
蔵
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
0

そ
こ
で
啓
真
館
と
そ
の
地
所
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
明
治
初
年
ま
で
、
清
華
の
家

旧
徳
大
寺
及
び
武
家
伝
奏
竹
内
家
の
在
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
0
 
と
こ
ろ
で
明
治
の
新
政
に
ょ
っ
て
公
卿

諸
侯
の
称
は
明
治
二
年
六
月
の
行
政
官
達
に
ょ
っ
て

廃
さ
れ
、
旧
華
族
制
度
が
生
ま
れ
る
端
緒
と
な
り
、

明
治
十
七
年
七
月
の
華
族
令
に
ょ
っ
て
旧
華
族
制
度

が
確
立
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
明
治
四
年

七
月
廃
藩
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
九
0
 
こ
れ
よ
り
先
明

治
新
政
府
は
新
華
族
の
東
京
集
中
を
計
る
の
で
あ

る
0
 
こ
れ
ら
の
華
族
は
明
治
四
年
の
華
族
に
賜
っ
九

勅
諭
の
意
を
体
せ
ん
と
明
治
七
年
六
月
華
族
会
館
を

東
京
に
創
設
す
る
。
京
都
在
住
の
華
族
た
ら
も
こ
れ

に
応
じ
て
明
治
七
年

九
月
旧
一
条
邸
に
華

族
集
会
所
を
設
け
、

や
が
て
明
治
九
年
十

二
月
東
京
の
華
族
会

『

館
と
合
併
し
、
分
局

餌
削

一
、

と
称
し
た
。
こ
の
集

'

会
所
、
分
局
は
当
初

局

あ
ら
こ
ち
移
動
し
九

゛

ー
'

よ
う
で
あ
る
が
、
こ

,

の
合
併
の
頃
に
は
鳥

丸
今
出
川
東
の
旧
徳

大
寺
邸
に
落
ち
付
い
九
、
の
と
思
わ
れ
る
。
華
族
の

勉
強
会
が
こ
こ
で
行
な
わ
れ
、
山
本
覚
馬
は
そ
の
講

師
の
一
人
で
あ
っ
九
0
 
降
っ
て
明
治
十
三
年
後
半
、

鳥
丸
丸
大
町
東
に
あ
っ
九
旧
閑
院
宮
邸
の
表
門
と
車

寄
を
拝
領
し
、
移
築
と
修
覆
が
当
時
の
二
千
円
近
く

を
要
し
て
行
な
わ
れ
九
よ
う
で
あ
る
0
 
そ
の
後
明
治

三
十
七
年
四
月
華
族
会
館
が
法
人
組
織
に
な
る
に
際

し
て
、
分
局
を
分
館
と
改
称
し
、
さ
ら
に
降
っ
て
大

正
六
年
七
月
よ
り
こ
の
分
館
の
改
築
が
行
な
わ
れ
、

大
正
七
年
十
二
月
八
日
に
、
華
族
会
館
分
館
(
こ
れ

が
同
志
社
の
啓
真
館
で
あ
る
)
が
五
千
円
の
思
召
金

を
含
め
て
当
時
の
五
万
円
を
要
し
て
落
成
し
九
。
だ

琴
万
廣

口
、
ー

1

゛

.
f
 
§
 
J
可
,
,
ー
ニ

、
,
ノ
ン
矛
"
,
一
.
寧

W
-

.
、

が
昭
和
二
十
年
八
月
の
敗
戦
は
華
族
制
度
を
消
滅
さ

せ
、
華
族
会
館
分
館
は
霞
会
館
分
館
と
名
を
改
め
九

の
で
あ
る
0
 
と
こ
ろ
で
同
志
社
は
こ
の
土
地
建
物
の

讓
渡
方
を
敗
戦
を
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
十
年
間
に
二
回

交
渉
し
た
が
成
立
せ
ず
、
敗
戦
後
直
ち
に
第
三
回
目

の
交
渉
を
、
つ
北
が
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
「
貸
与
」

な
ら
可
能
と
の
こ
と
で
交
渉
中
、
昭
和
二
十
二
年
七

月
連
合
軍
に
ょ
っ
て
接
収
さ
れ
て
こ
の
話
は
沙
汰
止

み
と
な
っ
て
い
九
。
こ
の
接
収
は
昭
和
二
十
七
年
六

月
に
解
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
同

志
社
は
昭
和
二
十
五
年
に
大
学
院
修
士
課
程
を
設

け
、
そ
の
充
実
拡
充
を
迫
ら
れ
て
い
た
ガ
、
こ
こ
に

校
友
会
の
首
導
に
ょ
り
こ
の
霞
会
館
分
館
讓
受
の
交

渉
が
昭
和
二
十
七
年
六
月
初
め
に
成
立
し
九
の
で
あ

る
0
 
土
地
約
千
四
百
六
坪
、
譲
受
当
時
の
建
物
延
約

四
百
八
十
五
坪
、
内
、
啓
真
館
部
分
約
三
百
三
十
坪
、

千
五
百
万
円
で
三
年
に
わ
た
0
て
支
払
い
力
な
さ
れ

九
の
で
あ
る
0
 
譲
受
前
ニ
ケ
月
ほ
ど
は
賃
貸
契
約
が

な
さ
れ
、
月
額
十
五
万
円
で
あ
っ
九
0
 
か
く
し
て
同

"
 
1
r

'

、

、

-
 
N
゛
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'、:冒哉
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志
社
に
ょ
っ
て
啓
真
館
と
名
付
け
ら
れ
、
以
来
こ
の

八
月
ま
で
二
十
年
間
、
同
志
社
大
学
、
特
に
大
学
院

の
た
め
に
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
0

さ
て
写
真
①
は
車
寄
降
棟
の
獅
子
口
(
下
端
巾
六

十
五
セ
ン
チ
)
で
あ
っ
て
経
の
巻
に
は
浮
線
綾
菊
の

閑
院
宮
家
の
紋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
上
部

に
写
真
②
の
よ
う
な
銘
が
し
っ
か
り
し
九
文
字
で
切

ら
れ
て
い
る
。
元
治
元
年
の
い
わ
ゆ
る
京
の
ど
ん
ど

ん
焼
の
折
、
閑
院
宮
邸
も
消
失
し
九
の
で
あ
る
か
ら

こ
の
銘
に
あ
る
慶
応
三
年
に
車
寄
が
造
ら
れ
九
も
の

と
思
わ
れ
る
。
車
寄
破
風
中
央
に
あ
っ
た
、
更
に
姿

の
良
か
っ
九
獅
子
口
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
写
真
③

は
啓
真
館
の
ど
と
か
の
降
棟
の
獅
子
口
の
破
片
の
銘

の
拓
本
で
あ
っ
て
、
明
治
十
三
年
の
移
築
や
修
覆
時

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
0
 
写
真
④
は
啓
真
館

入
口
に
掲
げ
て
あ
っ
た
爆
一
枚
板
の
板
額
で
昭
和
三

十
四
年
校
友
会
長
村
田
竹
次
郎
氏
の
筆
に
な
る
も
の

で
あ
る
(
九
て
六
0
セ
ン
チ
よ
こ
二
0
0
セ
ン
チ
)
。

写
真
⑤
は
啓
真
館
大
棟
東
端
の
獅
子
口
(
下
端
巾
七

十
ニ
セ
ン
チ
)
と
鰭
で
随
分
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
再
び
士
蔵
の
こ
と
で
あ
る
が
「
雲
上
明
覧
大

全
」
に
ょ
る
と
徳
大
寺
家
の
紋
は
案
紋
で
あ
っ
て
、

写
真
⑦
の
鈴
瓦
に
み
ぇ
る
三
つ
盛
組
角
紋
は
そ
の
合

印
で
あ
る
0
 
こ
の
士
蔵
が
い
つ
の
頃
の
も
の
で
あ
っ

九
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
十
三
年
当
時
と
考
え

ら
れ
る
華
族
会
館
分
局
時
代
の
図
面
上
の
士
蔵
と
は

位
置
が
合
致
す
る
が
こ
れ
は
南
北
に
長
く
描
か
れ
、

撤
去
し
九
土
蔵
は
東
西
に
長
か
っ
九
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
図
面
は
寸
法
を
正
確
に
縮
小
し
九
、
の
で

は
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
図
面
上
の
土
蔵
す
な

嫌
郭
こ
食逃
門

朴
妻
り
?

わ
ち
撤
去
し
た

士
蔵
と
も
考
え

ら
れ
る
0

士
蔵
の
あ
っ

九
こ
の
あ
九
り

旧
徳
大
寺
邸
附

近
は
昭
和
二
十

二
年
発
行
の

「
京
都
市
史
地

図
編
」
中
の

「
嘉
永
七
年
大

火
図
」
や
「
孝

明
天
皇
記
巻
五

十
一
」
安
政
元

年
四
月
の
「
実

久
卿
記
」
等
に
ょ
れ
ば
嘉
永
七
年
の
京
都
大
火
、
ま

た
元
治
元
年
の
蛤
御
門
の
変
の
大
火
に
、
消
失
を
ま

ぬ
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
大
正
七
年
の
華
族
会
館

分
館
改
築
当
時
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
九
と
す
れ

ば
、
士
蔵
と
鐙
瓦
は
場
合
に
ょ
っ
て
は
百
二
十
年
以

上
前
の
、
の
と
い
ぇ
る
0
 
こ
の
図
面
で
興
味
を
ひ
く

の
は
九
坪
ぱ
か
り
の
女
工
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
0

(
四
十
二
頁
下
段
へ
)
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